
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
り
、
中
国
は
名
実
と
も
に
市
場
経
済
体
制
に
移
行
。
国
際
経
済
の
枠
組

み
に
入
る
こ
と
は
、
世
界
経
済
・
貿
易
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
る
出
来
事
だ
。
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1
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
世
界
経
済
は

ど
う
変
わ
る
？

1

2

3

4

5

6

7

﹇
世
界
が
待
っ
た
「
世
紀
の
出
来
事
」

﹈

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
↓
巻
末
）
加
盟
に
、
い
ま
、
世
界
が
注
目

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
の
加
盟
に
よ
り
、
世
界
経
済

の
枠
組
み
、
つ
ま
り
、「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
中
身
が
、

今
後
は
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
中
国
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
主
義
経
済

体
制
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
９
２
年
の

小
平
「
南
方

講
話
」（
↓
Ｐ
36
）
を
契
機
に
、
江
沢
民
政
権
下
に
お
い
て
、

市
場
経
済
体
制
へ
の
移
行
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

態
と
し
て
は
主
要
な
経
済
所
有
体
制
に
お
い
て
、
土
地
や
大
企

業
は
依
然
と
し
て
国
家
が
所
有
（
国
有
）
し
て
い
ま
し
た
し
、

生
産
も
国
有
企
業
が
幅
を
利
か
せ
る
な
ど
、
社
会
主
義
経
済
体

制
の
残
像
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
度
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
っ
て
、
中
国
は
否
応

な
し
に
市
場
経
済
体
制
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
が
、
市
場
経
済
体
制
を
前
提

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
市
場
経
済
体
制
の
枠
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

世
界
の
１
３
０
カ
国
以
上
が
加
盟
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
そ
の
目

的
を
「
市
場
経
済
原
則
に
よ
っ
て
世
界
経
済
の
発
展
を
図
る
こ

と
」
と
し
て
お
り
、
中
国
は
、
今
回
の
加
盟
に
よ
っ
て
、「
市

場
経
済
の
仕
組
み
に
基
づ
く
世
界
貿
易
の
約
束
事
」
を
遵
守
す

る
義
務
を
負
う
か
ら
で
す
。

﹇
国
際
的
な
経
済
・
貿
易
の
協
力
体
制
が
出
来
上
が
る

﹈

な
ぜ
、世
界
が
中
国
の
加
盟
を
待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
中
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
世
界
第
７
位

（
２
０
０
０
年
現
在
）、
貿
易
総
額
で
同
９
位
（
同
）
と
い
う
大

き
な
経
済
・
貿
易
規
模
を
持
つ
国
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
国
が
、
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PART

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
中
国
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

1

中国の人口、外貨準備、経済・貿易の規模は？

�中国経済は、GDPで世界第7位、貿易総額で第
9位と世界の中でも有数のレベルにある。�

貿易総額�
世界第９位�

人口�
世界第１位�

外貨準備�
世界第２位�

GDP�
世界第７位�

中国�

（4,743億ドル）�

（1兆800億ドル）�

（13億人）� （1,700億ドル)�
（日本の次）�

ＷＴＯ加盟� ＷＴＯ加盟�

�

（数字は2000年末現在）�

国
際
経
済
体
制
の
枠
組
み
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国

際
的
な
不
安
定
要
因
と
も
な
り
え
ま
す
。
中
国
の
加
盟
で
初
め

て
、
本
当
の
国
際
的
な
経
済
・
貿
易
の
協
力
体
制
が
出
来
上
が

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。



中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
と
の
経
済
関
係
が
い
っ
そ
う
緊
密
に
な
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
改
善
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

18

2
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
世
界
と
日
本
に

と
っ
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
？

1

2

3

4

5

6

7

﹇
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
仲
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る

﹈

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
最
恵
国
待

遇
の
恒
久
化
と
い
う
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
何
か
と
言
い
ま
す

と
、
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
「
最
恵
国
待
遇
」（
↓

巻
末
）
を
付
与
す
る
場
合
は
、
い
ち
い
ち
議
会
の
承
認
を
得
た

う
え
で
、
毎
年
「
更
新
」
し
て
い
た
の
で
す
。
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を
恒
久
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。ク

リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
中
国
と
の
経
済
交
流
強
化
の
た
め
、

人
権
問
題
を
絡
め
る
こ
と
を
中
止
し
、
さ
ら
に
は
、
議
会
に
対

し
て
、
最
恵
国
待
遇
の
付
与
を
恒
久
化
す
る
こ
と
を
提
案
。
２

０
０
０
年
５
月
に
、
こ
の
法
案
が
ア
メ
リ
カ
議
会
を
通
過
し
ま

し
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
恒
久
化
法
案
の
実
施
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
実
現
を
前
提
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
の

実
現
は
、
恒
久
化
法
案
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
り
、
両
国
関
係
は
さ
ら
に
改
善
す

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
の
安
定
に
と
っ
て
も

望
ま
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア
メ

リ
カ
の
中
国
向
け
輸
出
を
は
じ
め
、
米
・
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係

が
大
き
な
発
展
を
み
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

﹇
日
本
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
？

﹈

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
も
プ
ラ

ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
先
進
国
の
中
で
、
真
っ
先
に
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
を
支
持
し
ま
し
た
。
中
国
の
関
係
者
は
、
こ
の
日
本
の
配
慮

を
多
と
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
先
行
し

て
支
持
を
表
明
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
で
き
る
限
り

早
期
に
中
国
が
市
場
経
済
を
前
提
と
し
た
国
際
社
会
に
参
加
す
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PART

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
中
国
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

1

る
道
筋
を
つ
け
る
た
め
で
し
た
。
中
国
は
、
日
本
に
と
っ
て
一

衣
帯
水
の
関
係
に
あ
り
、最
も
近
く
て
最
も
大
き
な
隣
国
で
す
。

日
本
の
安
定
は
、中
国
を
除
い
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
日
本
経
済
の
安
定

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
要
素
だ
か
ら
で
す
。

﹇
中
国
は
世
界
で
２
番
目
に
重
要
な
貿
易
相
手
国

﹈

日
本
と
中
国
の
経
済
関
係
は
、
年
々
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
中

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
日
中
の
経
済
関
係
を
い
っ
そ
う
促
進
す

る
効
果
を
持
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
中
経
済
関
係
は
、
主

に
貿
易
と
投
資
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
両
国
に
と

っ
て
貿
易
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぎ
、
世
界
で
第
２

位
の
重
要
な
貿
易
相
手
国
で
す
。
ま
た
、
中
国
に
と
っ
て
は
、

日
本
が
世
界
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
貿
易
相
手
国
。
つ
ま
り
、

第
１
位
の
貿
易
高
が
あ
る
の
で
す
。
中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す

る
と
、
貿
易
障
壁
を
段
階
的
に
緩
和
す
る
措
置
が
実
行
に
移
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
主
要
な
も
の
は
、「
関
税
率
の
引
き
下

げ
」
と
「
非
関
税
障
壁
の
緩
和
・
撤
廃
」、
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

市
場
開
放
（
↓
Ｐ
22
）
の
た
め
の
抜
本
的
な
規
制
緩
和
で
す
。

貿
易
に
は
、「
モ
ノ
の
貿
易
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
」
が

WTO加盟で世界との交流が進む

世界（地域・国）�

アメリカ�

ＥＵ�

台湾のＷＴＯ加盟�

日本�中国のＷＴＯ加盟�

交流�

交流�

ＷＴＯ加盟の�
交流の輪�
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6

7

1

2

3

4

5

あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
中
国
は
「
モ
ノ
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
」
両

面
か
ら
歴
史
的
実
験
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
思
い
切
っ
た
市
場
開

放
、
規
制
緩
和
を
実
行
し
ま
す
。

﹇
関
税
率
引
き
下
げ
が
日
中
貿
易
を
促
進

﹈

中
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
取
る
措
置
の
中
で
、
日
本
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
面
で
の
影
響
が
大
き
い
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　
そ

れ
は
、
モ
ノ
の
貿
易
面
で
は
、「
輸
入
関
税
率
の
引
き
下
げ
」

「
技
術
認
証
制
度
の
規
制
緩
和
」
な
ど
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
面
で
は
、「
貿
易
権
の
開
放
」「
流
通
の
開

放
」「
電
気
通
信
・
情
報
産
業
の
開
放
」「
金
融
（
銀
行
・
保

険
・
証
券
）
の
開
放
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

中
国
の
関
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
れ
ば
、
日
本
の
対
中
輸
出

価
格
が
実
質
的
に
下
落
し
、
中
国
は
日
本
か
ら
の
輸
入
品
を
買

い
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
効
果
は
、
日
本
以
外
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
国
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
貿
易
量
の
多
い
日

本
に
と
っ
て
は
相
対
的
に
有
利
に
働
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
本
の
対
中
投
資
は
、
製
造
業
へ
の
投
資
が
中
心
で

し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
開
放
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
限
定

的
で
し
か
な
か
っ
た
「
中
国
国
内
市
場
、
サ
ー
ビ
ス
市
場
」
へ

の
投
資
が
本
格
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
系
在
中
企
業
は
、
20
世
紀
末
ま
で
国
内
販
売
を

し
た
く
て
も
、
中
国
国
内
で
の
「
卸
売
り
」「
小
売
り
」
の
営

業
権
を
獲
得
し
に
く
く
、
ま
た
、
肝
心
の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
づ
く

り
に
も
法
的
な
裏
付
け
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
今
度
の
加
盟
で
、
一
般
の
外
資
系
企
業

同
様
、
日
系
企
業
も
３
年
以
内
に
卸
売
り
・
小
売
り
の
権
利
を

獲
得
し
、
本
格
的
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

﹇
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
は
、
何
を
期
待
し
て
い
る
？

﹈

こ
れ
に
は
、
立
場
・
姿
勢
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
交
渉
に
関
し
、「
農
産

物
市
場
の
開
放
」
を
最
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ

カ
の
農
産
物
輸
出
比
率
が
26
％
と
極
め
て
高
く
、
農
産
物
輸
出

の
将
来
は
、ア
メ
リ
カ
農
業
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
次
に
重
視
し
た
の
が
、
流
通
・
貿
易
や
電
気
通
信
、
さ
ら

に
は
金
融
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
開
放
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、

サ
ー
ビ
ス
先
進
国
の
自
負
が
あ
り
、
中
国
を
将
来
の
大
市
場
と

見
て
、
攻
勢
を
か
け
た
の
で
す
。

一
方
、
Ｅ
Ｕ
は
、
保
険
、
自
動
車
、
化
粧
品
、
酒
類
な
ど
Ｅ

Ｕ
諸
国
が
得
意
な
分
野
、
品
目
を
選
ん
で
ハ
ー
ド
な
２
国
間
交
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
中
国
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

1

中国のWTO加盟：規制緩和の内容

�「モノの貿易」の規制緩和は、大きなビジネ
スチャンスを与える。�

全体の関税率を「1997年の24.6％」から、2005年まで
に「9.4％」に引き下げ�
��
ＩＴＡ（情報技術協定）に参加し、「ＩＴ品目」の関税率を
2005年までにゼロにする�
ＩＴ品目：コンピュータおよび周辺機器、通信機器、半導体、イ
ンターネット関連機器等�
��
「自動車の関税率」を、2006年までに「完成品」は25％、
「部品は」10％に引き下げる�
��
化学品は、各カテゴリーごとにそれぞれ0％、5.5％、6.5％
の水準に引き下げ�
��
「ＷＴＯの規定」に従い、数量割当等の数量制限措置を加
盟5年後までに、段階的に撤廃�

（1）�
�
�
（2）�
�
�
�
�
（3）�
�
�
（4）�
�
�
（5）�

工業製品の関税率引き下げ、非関税障壁の緩和�

輸入関税率を60％引き下げる�

●規制緩和のハイライト�

情報技術協定に参加、ハイテク品目を2005年までに関税率�
ゼロに�

●注目点�

流通・貿易権・電気通信・金融などの市場開放�

●市場開放のハイライト�

渉
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
は
、
主
と
し
て
工
業
製
品
の
関
税
率
引
き
下
げ
で
成
果

を
得
ま
し
た
。
こ
れ
ら
各
国
が
獲
得
し
た
中
国
の
市
場
開
放
策

は
、
す
べ
て
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
同
一
に
適
用
さ
れ
ま
す
。



中
国
４
０
０
０
年
の
歴
史
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
市
場
が
全
面
開
放
さ
れ
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
。
サ
ー
ビ
ス
の
開
放
は
黒
船
の
到
来
か
、
そ
れ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
か
？

22

3
「
サ
ー
ビ
ス
市
場
」
が
全
面
開
放
さ
れ
る

と
ど
う
な
る
の
？

1

2

3

4

5

6

7

﹇
「
サ
ー
ビ
ス
」
市
場
開
放
は
黒
船
か
？

﹈

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
「
サ
ー
ビ
ス
市
場
」
が
全
面
開
放
と

な
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
開
放
分
野
と
は
、
流
通
・
物
流
、

金
融
・
保
険
・
証
券
、
電
気
通
信
、
情
報
処
理
、
建
築
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
不
動
産
、
医
療
、
さ
ら
に
は
法
律
、
会
計
、

税
務
、
監
査
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

業
種
を
含
ん
で
い
ま
す
。

中
国
の
一
部
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
開
放
」
を
日
本
に
到
来

し
た
黒
船
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
、
そ
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。

サ
ー
ビ
ス
の
開
放
は
、中
国
を
取
り
巻
く
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

日
本
企
業
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
を
も
変
革
さ
せ
る
可
能

性
を
持
つ
重
要
、
か
つ
歴
史
的
な
出
来
事
で
す
。

そ
れ
は
、
同
市
場
の
開
放
が
、
単
に
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
容
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。
中

国
は
、
21
世
紀
に
「
世
界
に
残
さ
れ
た
最
大
・
最
後
の
市
場
」

で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
」
な
の
で
す
。

﹇
流
通
も
、
金
融
も
、
電
気
通
信
も
開
放
さ
れ
る

﹈

中
国
の
サ
ー
ビ
ス
市
場
開
放
は
、
次
の
よ
う
に
一
般
の
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）「
サ
ー
ビ
ス
」
と
名
の
つ
く
、
す
べ
て
の
分
野
が
対
象
。

（
２
）
中
国
市
場
の
ア
ク
セ
ス
に
不
可
欠
な
「
流
通
」「
物
流
」

「
貿
易
」
が
、
３
年
以
内
に
全
面
開
放
さ
れ
る
。

（
３
）
発
展
が
遅
れ
て
い
る
「
銀
行
・
保
険
・
証
券
」「
電
気

通
信
・
情
報
」
の
２
大
業
種
を
、
２
０
０
５
年
頃
ま
で
に
段
階

的
に
開
放
し
、
経
済
構
造
の
改
善
を
図
る
。

（
４
）「
自
由
職
業
」
あ
る
い
は
、「
知
的
職
業
」
と
称
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
を
同
時
開
放
し
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
展

と
、
市
場
経
済
化
を
促
進
す
る
。
中
国
に
と
っ
て
は
、
産
業
の

変
革
を
も
た
ら
す
一
大
革
命
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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1

中国のサービス市場開放の中身

日本・世界�

対中貿易� 対中投資�

「流通・物流｣｢貿易」
�

��
（レンタル、リース、エアクーリエ、貨物輸送、倉庫/保管、広
告、技術検査・分析、包装サービス、アフターサービスを含む）�

「電気通信、情報、インターネット」�

「金融・保険・証券」�

「観光・旅行」� 「不動産」� 「建築・エンジニアリング」�

「知的職業・自由職業」�

（出所：1999年11月15日、米/中の中国ＷＴＯ加盟2国間交渉合意発表から作成）�

ビジネス�
チャンス！�

サービス�
市場�

市場�
開放�



サ
ー
ビ
ス
分
野
は
、
90
年
代
か
ら
急
速
に
発
展
し
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
、

世
界
に
残
さ
れ
た
中
国
市
場
で
最
も
発
展
が
早
く
有
望
な
産
業
で
あ
る
。

24

4
「
サ
ー
ビ
ス
」
は
、21
世
紀
の
大
市
場
？

1

2

3

4

5

6

7

﹇
中
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

﹈

中
国
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
『
服
務
性

行
業
』
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
改
革
開
放
の

１
９
８
０
年
前
後
か
ら
既
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
頃
と
、
現
在
と
で
は
、
意
味
が
全
く
異
な
っ

て
い
ま
す
。
改
革
開
放
が
始
ま
る
ま
で
、『
服
務
性
行
業
』
と

は
、
ホ
テ
ル
、
百
貨
店
、
個
人
経
営
の
商
店
、
旅
行
、
人
材
紹

介
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
現
在
の
『
服
務
性
行
業
』
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
サ
ー

ビ
ス
業
種
を
広
範
に
意
味
す
る
も
の
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、こ
の
よ
う
に
意
味
自
体
が
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
は
、「
流
通
・
物
流
」「
電
気
通
信
」

「
情
報
処
理
」
な
ど
と
い
う
業
種
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
業
種
は
、
ほ
と
ん
ど
１
９
９
０
年
代

に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
「
新
生
」
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
な
の
で
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
中
国
政
府
の
み
な
ら
ず
中
国
の
民
衆
に
と

っ
て
大
き
な
困
惑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
勃
興
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
ど
ん
な
変
革
が
発
生

す
る
の
か
、
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
が
黒
船
到
来
を
明
治
維
新
の
糧
と
し
た
よ
う
に
、「
サ

ー
ビ
ス
市
場
開
放
」
は
、
中
国
に
と
っ
て
経
済
構
造
を
近
代
化

す
る
歴
史
的
な
契
機
と
な
る
で
し
ょ
う
。

﹇
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
到
来

﹈

中
国
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
ま
さ
に
い
ま
、
大
発
展
期
に
あ

り
ま
す
。
流
通
・
物
流
分
野
で
は
、
新
た
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
大
都
市
に
次
々
と
開
店
。
中
国
企
業
の
製
品
と
と
も

に
、
外
資
系
企
業
の
製
品
、
輸
入
製
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

街
で
は
、
携
帯
電
話
が
流
行
り
、
パ
ソ
コ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
人
だ

か
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
静
か
に
、
し
か
し
急
速
に
普
及
し
て
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1

21世紀にサービス市場は最大のビジネスになる？

�サービス市場の開放は、中国の経済構造を近
代化する契機となる。�

$証券�
保険�

銀行�

「卸・小売り」�

「旅行・観光」�
「知的職業」�

「銀行・保険・証券」�

「輸出・輸入」�

WTO
加盟�

開放！�

市場�
拡大！�

「電気通信、情報、�
インターネット」�

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
市
場
は
、
21
世
紀
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。


